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研究成果の概要（和文）：ホスピタリティの心理的基盤について、調査と実験の両面から明らかにした。(1) 職
業上発揮されるホスピタリティの程度には日頃関わりのある相手への利他行動の頻度が影響していた。(2) ホス
ピタリティの基盤となっている利他性が、目の絵のような抽象的な刺激によって促進されることが、実験室とフ
ィールドにおいて示された。(3) 大規模調査データの分析から、個人レベルの互恵性が主観的健康を向上させる
効果は、集団レベルの互恵性が低い場合により強いことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We investigated psychological foundation of hospitality by survey and 
experiments. (1) Altruism toward friends and acquaintances affected professional hospitality. (2) 
Experimental studies at a laboratory and a field revealed that abstract stimulus like eye pictures 
can facilitate altruism which is a base of hospitality. (3) Analysis of large scale survey data 
indicated that an effect of individual-level reciprocity on self-rated health increase when 
group-level reciprocity is low.

研究分野： 比較行動学

キーワード： ホスピタリティ　利他性　進化　互恵性　ソーシャル・キャピタル

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ホスピタリティは、観光産業にとって欠か
せない要素のひとつであり、ある種の利他行
動であるといえる。利他行動とは、行動学に
おいてはその行為者が自らの利益、すなわち
適応度を下げて受益者の適応度を上げる行
為であると定義されている。人間においては
他の動物に比べて非常に高度な利他行動が
みられるが、利他性は人間の本性のひとつで
あり、このような人間の本性は進化の過程に
おいて、主に適応の結果として現在のような
かたちになっていると考えられている。ホス
ピタリティは定義上、共同体の外から来た人
に対して発揮されるものなので、赤の他人に
対する利他行動の一種とみなせる。人間には
利他行動、なかでも赤の他人に対する利他行
動に適応したさまざまな心理的基盤がある
ことが明らかにされてきたが、このような心
理的基盤がホスピタリティのような特殊な
状況におけるある種の利他性とどう関係し
ているのか、またそこに影響する要因を明ら
かにすることで、観光産業やコミュニティづ
くりに応用できることが期待される。 
 
２．研究の目的 
 観光産業において不可欠な要素となって
いるホスピタリティを、人間が本性として持
っている利他性の一種として捉え、その心理
的基盤の構造を科学的に実証する。 
 
３．研究の方法 
 上記目的に照らして、研究代表者（小田）
と２名の研究分担者（平石、福川）が、それ
ぞれ以下の調査とデータ分析を行った。 
 
(1) 研究 A:ホスピタリティと利他性、性格特
性との関係についての質問紙調査（小田、平
石） 
 
(2) 研究 B：ホスピタリティに関わる利他性
の特性についての実験研究（小田、平石） 
 
(3) 研究 C：ソーシャルキャピタルとしての
利他性と健康についてのフィールド調査（福
川） 
 
４．研究成果 
 上記３つの研究から得られた主たる結果
の概要をそれぞれ以下に示す。 
 
(1) 研究 A 
 
①目的 
 ホスピタリティ産業に従事している人を
対象として、日本型ホスピタリティ尺度（山
岸・豊増, 2009）の得点と対象別利他行動尺
度（小田他，2013）によって測定される日常
的な利他性、主要性格５因子との関係を検討
する。 
 

②方法 
 インターネット調査会社マクロミルの会
員を対象に、ウェブ上での質問紙調査を実施
した。マクロミルの従事業種カテゴリーのな
かから、「百貨店・スーパー・コンビニエ 
ンスストア・ドラッグストア」、「家電量販
店・ホームセンター・ディスカウントストア」、
「飲食業」、「レジャー関連サービス（ホテル，
レジャー施設など）」、「理容・美容・エステ」，
「その他のサービス業」のどれかに従事して
いる 208 人（男性 104 人、女性 104 人）を対
象とした。年齢構成は 20 代から 50 代までの
4 群に男女それぞれ 26 人ずつ均等割り付け
を行い、平均年齢は 39.8 歳、年齢幅は 21 歳
から 59 歳であった。 
 回答者には日本型ホスピタリティ尺度、対
象別利他行動尺度、Big Five 短縮版尺度（並
川他，2012）のそれぞれに回答してもらい、
得点について重回帰分析を行った。 
 
③結果 
 重回帰分析の結果、日本型ホスピタリティ
尺度のすべての因子に共通して影響がみら
れたのが、家族・友人／知人に対する利他性
であった。日頃から関わりのない他人に対す
る利他性の影響は有意ではなかった。Big 
Five のうち、外向性はすべての因子に対し
て影響していた。また開放性は「サービス提
供力」、「顧客理解力」、「誠実」に有意に影響
しており、調和性は「歓待」と「外見と謙虚」
のふたつの因子に影響していた。「外見と謙
虚」には誠実性もまた影響していた。 
 
④考察 
 今回の回答者がホスピタリティを発揮し
ている相手には，常連客のような日頃から付
き合いがある顧客と、いわゆる一見のほとん
ど知らない顧客の両者が含まれうる。それに
もかかわらず、日頃関わりのある相手への利
他行動とホスピタリティの間により強い関
連が示された。常連客であるかどうかにかか
わらず、相手が顧客であれば，そこには何ら
かの取引関係が生じる。そこで発揮されるホ
スピタリティは直接の対価と交換されるも
のではないが、最終的には給料や売上など、
何らかのかたちで報酬がもたらされる。それ
は家族や友人といった、利他行動のコスト回
収の確からしさがある程度保証されている
関係と類似しているのかもしれない。 
 外向性は日常の利他行動とも強く関連し
ているが（Oda et al.,2014）、利他性の影響
を統制してもなおホスピタリティに影響し
ているということが明らかになった。「サー
ビス提供力」には「顧客の要望が想定外でも、
創意工夫をこらして対応することができる」
といった項目が含まれるため、芸術的な創作
との関連性が高いといわれている開放性の
影響が強いのではないかと考えられる。「歓
待」と「外見と謙虚」には、「質問や会話を
しやすい、雰囲気つくりをしている」や「清



潔感のある、服装や髪型をしている」といっ
た項目が含まれており、どちらも顧客自身へ 
の配慮というよりは、場の雰囲気づくりに関
連する要因である。ゆえに、人間関係への配
慮の高さと関連する調和性が影響していた
のではないか。誠実性は自己抑制と関連して
おり、ゆえに相手に対する謙虚さや自身の身
なりへの配慮を示す因子である「外見と謙
虚」に影響するのだろう。 
 
 
(2) 研究 B-1 
①目的 
 目の絵や写真などの刺激に利他性を高め
る効果があることが、多くの研究によって明
らかになっている（例：Oda et al., 2011）。
他者に対して利他的にふるまうことは社会
規範であり、目の刺激が社会規範の遵守を促
進している可能性が考えられる。本研究では、
利他性と正直さというふたつの社会規範が
相反する場合に、目の刺激がもたらす効果を
実験的に検証する。 
 
②方法 
対象:大学生 118 名(男性 89 人、女性 29 人) 
手順：実験参加者には紙コップの中でサイコ
ロを転がしてもらい、出た目を自己申告して
もらう。紙コップの底には穴が空けられてお
り、覗き込むことで参加者のみが中を確認す
ることができる。その際、目の数に 20 円を
掛けた金額を実験者が日本赤十字社へ寄付
すると参加者に教示した。 
 モニタの背景に「ホルスの目」がある条件
（目条件）と、ホルスの目を要素に分解して
ランダムに並べた模様がある条件（対照条
件）との間で、申告された目の数の頻度分布
を比較した。 
 
③結果 
 参加者が出た目を正直に申告したなら、目
の数の頻度分布は一様になるはずである。し
かしながら、対照条件においては一様分布か
ら有意に偏っており、５の目が６分の１より
も多く申告される傾向があった。一方、目条
件においては一様分布からの有意な偏りは
みられなかった。 
 
④考察 
 目の刺激が無い条件では、大きな目の申告
が増えていた。これは、人間は利他的な嘘を
つく傾向があるという先行研究（Lewis et 
al., 2012）を追認するものである。目条件
では一様分布になったということは、目の存
在によって評判を気にする心理が嘘を抑制
したということを示唆する。金銭的な損失は
補うことが比較的容易だが、嘘をついたこと
による評判の低下は回復が難しい。このこと
が、目の刺激による嘘の抑制をもたらしたと
考えられる。 
 

 
研究 B-２ 
①目的 
 目の絵や写真などの刺激が利他性を高め
るメカニズムについてはよく分かっていな
い。目の刺激に利他性そのものを高める効果
が無くても、規範意識を高めるという効果が
あれば、社会規範である利他行動の程度は大
きくなるだろう。そこで、募金箱の中身の金
額と目の有無を変化させ、居酒屋に置くこと
により、目の刺激の効果を検証する。 
 
②方法 
 名古屋市内の居酒屋内の３箇所に透明な
募金箱（幅 120×奥行き 97×高さ 179 mm）を
置き、１日ごとの寄付額を調べることで、利
他性を測定した。箱の背後にあるカード刺し
に募金の趣旨を説明した文章を書いた紙を
刺したが、目の絵が添えてある条件と、それ
を分解して再構成した絵が添えてある条件
を設けた。また、中にあらかじめ 4,050 円を
入れてある条件（少額条件）と 15,930 円を
入れてある条件（多額条件）を設けた。それ
らの組み合わせによる４条件のそれぞれに
ついて 21 日間、開店時間である 5時半から 0
時半まで居酒屋に募金箱を置き、閉店後に寄
付金額を数えた。 
 
③結果 
 日ごとの寄付金額への目の刺激の有無（目
あり/なし）、中身の金額（少額/多額）、それ
らの交互作用の影響を、一般化線形モデルを
用いて分析した。モデルには日ごとの来客数
をオフセット項として投入した。その結果、
目の有無、金額、交互作用のすべてが有意で
あった。中身の金額が少額よりも多額のとき、
目の絵が無いときよりもあるときの方が寄
付が多くなり、特に金額が少額のときに、目
の効果がより強くみられた。 
 周囲の「現実の目」の存在が目の効果に及
ぼす影響を調べるため、目の刺激の有無（目
あり/なし）、日ごとの来客数、それらの交互
作用の影響を、一般化線形モデルを用いて分
析した。分析は少額条件と多額条件に分けて
行った。その結果、少額条件において、来客
数が少ないほど目の効果が強いということ
が明らかになった。 
 
④考察 
 あらかじめ入れておいた金額が少額のと
きの方が目の効果が強くなるという結果は、
目の刺激が規範の遵守に影響しているので
はなく、利他性そのものを高める効果をもっ
ていることを示唆する。また、来客数が少な
い日の方が目の効果が強かったことから、今
回用いた目の絵には現実の目と同様の効果
があったことが分かる。本研究は、人工的な
刺激によって利他性を促進することができ
るということを、日常的な状況において示し
た。 



 
 
(3) 研究 C 
①目的 
コミュニティにおける社会関係は構成員の
健康に影響するといわれている。しかし、こ
れまでの日本における研究は、互恵性ではな
く信頼をソーシャルキャピタルの指標とし
て扱ってきた。また、年齢層による違いが考
慮されてこなかった。そこで本研究では、ソ
ーシャルキャピタルとしての互恵性と、主観
的健康との関連について、地域住民の５年ご
と５回の大規模調査データを分析すること
により検討する。 
 
②方法 
 年金シニアプラン総合研究機構によって
行われた調査データを分析に用いた。調査は
５年ごとに実施され、1991 年から 2011 年ま
でに 25,333 人が対象となった。本研究にお
ける分析対象となったのは 14,073 人（男性
10,691 人、女性 3,382 人、平均年齢 54 歳）
である。個人および集団レベルにおける互恵
性についての認識と、主観的な健康について
の認識を定量化し、マルチレベル分析を用い
て分析した。 
 
③結果 
 分析の結果、個人レベルの互恵性は 20 年
間で変化がなかったが、集団レベルの互恵性
は低下傾向にあることが示された。また、個
人レベルの互恵性が主観的健康を向上させ
る効果は、集団レベルの互恵性が低い場合に
より強いことが明らかとなった。 
 
④考察 
 子どもや青年を対象とした調査において、
個人レベルの互恵性と主観的健康との関係
が集団レベルのソーシャルキャピタルに依
存しているという結果が報告されている。本
研究の結果は、同様の傾向が中高年期におい
てもみられることを示した。また、日本に伝
統的な「徒弟制度」の傾向が次第に薄れてき
たことが、集団レベルの互恵性の低下を招き、
個人レベルの互恵性が主観的健康を向上さ
せているのではないかと考えられる。 
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